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小牧山名古屋コーチン

小牧市全景

 

八
雲
町
が
、
北
海
道
か
ら
は
る

か
遠
い
愛
知
県
小
牧
市
と
友
好
都

市
で
あ
る
事
は
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
。

　

今
年
、
小
牧
市
が
市
制
60
周
年

を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
今
号

で
は
「
え
ー
が
や
！
こ
ま
き
特
大

号
」
と
し
て
60
周
年
記
念
式
典
の

様
子
や
小
牧
市
の
見
ど
こ
ろ
を
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
小
牧
市
は
こ
ん
な
と
こ
ろ

　

小
牧
市
は
、
愛
知
県
北
西
部
の

濃
尾
平
野
の
ほ
ぼ
中
心
で
、
名
古

屋
市
の
北
側
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
人
口
は
約
15
万
4
千
人
で
県

営
名
古
屋
空
港
、
名
神
高
速
道

路
、
東
名
高
速
道
路
、
中
央
自
動

車
道
の
結
節
点
と
い
う
立
地
条
件

に
も
恵
ま
れ
た
、
陸
上
交
通
要
衝

都
市
の
性
格
を
有
す
る
内
陸
工
業

都
市
で
す
。

■
小
牧
市
と
の
交
流

  

小
牧
市
と
八
雲
町
と
の
縁
は
古

く
明
治
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
す
。

  
明
治
11
年
、
徳
川
慶
勝
公
は
北

海
道
開
拓
使
よ
り
遊
楽
部
原
野
の

払
下
げ
を
受
け
、
旧
尾
張
藩
領
か

ら
八
雲
へ
人
々
の
移
住
を
推
進
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
知
県
全
域
か
ら

続
々
と
入
植
が
続
き
、
大
正
７
年

に
は
小
牧
市
か
ら
も
70
戸
の
入
植

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
57
年
小
牧
市
に
て
、
徳
川

家
第
19
代
当
主
義
親
公
が
小
牧
市

へ
寄
贈
し
た
小
牧
山
の
公
開
55
周

年
記
念
事
業
を
開
催
の
際
、
臨
席

し
て
い
た
第
20
代
当
主
徳
川
義
知

氏
が
八
雲
町
と
旧
尾
張
藩
と
の
縁

を
披
露
さ
れ
「
交
流
で
き
な
い
も

の
か
」
と
提
言
さ
れ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
同
年
９
月
小
牧
市
助
役

等
が
八
雲
町
へ
訪
れ
交
流
が
始
ま

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
58
年

1
月
に
は
八
雲
町
児
童
15
人
が
小

牧
市
を
訪
問
し
、
現
在
も
続
く
児

童
交
流
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
元
年
に
小
牧
市
に
お
い
て
設

立
さ
れ
た
「
小
牧
市
・
八
雲
町
交

流
市
民
の
会
」（
小
牧
市
内
在
住

の
方
を
中
心
に
、
個
人
会
員
約

6
2
0
名
、
法
人
会
員
5
社（
平

成
26
年
11
月
現
在
））は
、
毎
年

夏
に
、
自
然
体
験
ツ
ア
ー
と
し

て
、
い
も
堀
り
体
験
・
熊
石
水
産

種
苗
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
八
雲
町

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
は
、
八
雲
町
に
お

い
て
「
小
牧
市
と
交
流
す
る
八
雲

町
民
の
会
」
が
発
足
し
、
ま
ち
ぐ

る
み
の
交
流
が
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

え
ー
が
や  

Y
こ
ま
き

小
牧
市 
市
制
60
周
年
記
念 

特
大
号

愛知県小牧市・
八雲町誌面交流

（いいね）

4
vol.

　
小
牧
山（
国
指
定
史
跡
）は
、
市
街
地
の
西
に
位
置
す
る

小
山
で
す
。
1
5
6
3
年
に
織
田
信
長
が
小
牧
山
に
築
城

し
、
清
須
か
ら
居
城
を
移
し
ま
し
た
。
信
長
が
初
め
て
手

が
け
た
城「
小
牧
山
城
」は
、
小
牧
山
全
体
に
堀
な
ど
が
展

開
し
、
主
郭
周
囲
に
は
近
世
城
郭
の
石
垣
の
ル
ー
ツ
と
な

る
石
垣
が
め
ぐ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
4
年
後
、
信
長
は
岐
阜

に
移
り
廃
城
と
な
り
ま
す
が
、
後
に
徳
川
家
康
と
羽
柴

（
豊
臣
）秀
吉
の「
小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
」に
お
い
て
家

康
の
陣
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
小
牧
山
は
、
雄
大
な
景
観
と
自
然
に
囲
ま
れ

る
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
4
年
に
維
新
に
よ
り
職
を
失
っ
た
旧
尾
張
藩
士 

海
部
壮
平
は
、
小
牧
市
で
よ
ろ
ず
や
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
商
売
経
験
が
な
く
借
金
が
か
さ
む
ば
か
り
で
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
弟
の
正
秀
が「
鶏

を
飼
わ
っ
せ
。
一
日
の
餌
代
は
二
厘
か
三
厘
で
一
個
一
銭

に
な
る
卵
を
産
み
ま
す
ぞ
」と
成
鶏
を
飼
い
始
め
ま
し

た
。
試
行
錯
誤
の
中
、
十
年
以
上
の
年
月
を
新
品
種
の
作

出
に
没
頭
。
明
治
38
年
、
地
鶏
と
バ
フ
コ
ー
チ
ン（
中
国

産
の
鶏
）の
交
配
が
新
品
種
の
開
発
に
つ
な
が
り
、
日
本

家
禽
協
会
に
よ
り
初
の「
国
産
実
用
鶏
」と
し
て
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
尾
張
地
方
に

伝
わ
る
鶏
の
す
き
や
き「
ひ
き
ず
り
鍋
」を
名
古
屋
コ
ー
チ

ン
で
食
事
出
来
る
お
店
も
あ
る
の
で
、
小
牧
市
へ
訪
れ
た

際
に
は
、
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

小
牧
市
の
見
所
を

一
部
ご
紹
介
し
ま
す
！

小牧市観光協会　小牧駅前観光案内所
10568－39－6123（午前9時～午後5時15分）◆小牧市の観光案内はこちらへ！

小
牧
市
の
シ
ン
ボ
ル

信
長・秀
吉・家
康
三
英
傑
ゆ
か
り「
小
牧
山
」

小
牧
市
発
祥
！「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
」
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小
牧
市
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
い
え
ば
「
小
牧
平
成
夏
ま
つ

り
」
で
す
。
4
ｍ
近
い
巨
大
な
山
車
が
、
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
共
に
中
心
市
街
地
の
道
路
を
堂
々
と
練
り
歩
く
行
灯
山
車
行

列
が
メ
イ
ン
の
ま
つ
り
で
す
。

　
実
は
こ
の
ま
つ
り
は
「
八
雲
山
車
行
列
」
を
参
考
に
し
て
、
小

牧
市
で
も
同
じ
よ
う
な
山
車
を
メ
イ
ン
に
し
た
ま
つ
り
で
地
域
の

活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
平
成
元
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
よ
さ
こ
い
鳴
子
や
エ
イ
サ
ー
な
ど
、
八

雲
町
か
ら
受
け
継
い
だ
ハ
ネ
ト
踊
り
以
外
の
参
加
団
体
も
増
加
し

て
い
ま
す
。
伝
統
的
な
ね
ぷ
た
ま
つ
り
を
ベ
ー
ス
に
始
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
現
在
で
は
形
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
各
々
が
特
色

の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う
小
牧
独
特
の
ま
つ
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
小
牧
市
市
制
60
周
年
を
迎
え
る
第
27
回
目
は
、
21
台
の
迫
力
あ

る
行
灯
山
車
と
と
も
に
、
踊
り
や
太
鼓
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
小
牧
の
夏
を
例
年
以
上
に
熱
く
盛
り
上
げ
ま
す
。
駅
前
の
商
店

街
に
は
、
約
50
の
屋
台
が
軒
を
連
ね
、
山
車
行
列
と
一
緒
に
な
っ

て
小
牧
を
さ
ら
に
に
ぎ
や
か
に
し
ま
す
。
山
車
を
先
導
す
る
お
囃

子
と
豪
快
に
叩
き
あ
げ
る
和
太
鼓
の
音
、
そ
し
て
踊
る
人
々
の
声

が
夏
の
夜
空
に
響
き
ま
す
！
２
日
目
に
は
和
太
鼓
と
手
筒
花
火
・

ア
メ
リ
カ
花
火
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
す
。 夏

の
小
牧
市
は
コ
コ
が
熱
い
！

東
海
地
方
で
は
珍
し
い
行
灯
山
車
行
列

「
小
牧
平
成
夏
ま
つ
り
」

「
小
牧
七
夕
夏
ま
つ
り
」

7
月
25
日・26
日
開
催
！

　

小
牧
市
は
昭
和
30
年
1
月
1
日

に
市
制
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
平

成
27
年
で
60
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
５
月
17
日
に

「
小
牧
市
制
60
周
年
記
念
式
典
」

が
小
牧
市
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
、
関
係
者
や
市
民
ら
約
1
、

3
0
0
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

八
雲
町
か
ら
は
来
賓
と
し
て
伊

瀬
副
町
長
が
出
席
し
、式
典
後
の
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
で「
ユ
ー
ラ
ッ
プ
レ
ラ

の
会
」
が
作
成
し
た
ア
イ
ヌ
民
族

衣
装
を
山
下
市
長
に
贈
呈
し
、
そ

の
お
礼
と
し
て
伝
統
工
芸
品
で
あ

る
尾
張
漆
器
の
お
盆
を
八
雲
町
へ

頂
き
ま
し
た（
詳
細
24
ペ
ー
ジ
）。

　

式
典
で
は
山
下
市
長
が
「
郷
土

の
先
人
た
ち
の
思
い
を
し
っ
か
り

引
き
継
ぎ
、
未
来
に
向
か
っ
て
大

い
な
る
夢
を
描
き
、
限
り
な
い
挑

戦
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
、
小
牧
市
の
シ
ン
ボ
ル
小
牧
山

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
新
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
ま
き
山
」

も
初
登
場
し
、
小
牧
戦
国
少
女
隊

の
演
舞
な
ど
と
と
も
に
式
典
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
「
こ
ど
も
・

夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
№
1
都
市
宣
言
」

が
行
わ
れ
、
各
小
学
校
の
児
童
が

都
市
宣
言
を
行
い
、
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
市
制
60
周
年
を
迎
え
た

小
牧
市
の
記
念
事
業
と
し
て
、
８

月
23
日（
日
）に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自

慢
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ
レ
ビ
の

前
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

友
好
都
市
小
牧
市

市
制
60
周
年

　
　
記
念
式
典
開
催

八雲町の皆さんへ
今年の小牧の夏は
自慢の歌声が響きます
NHK
のど自慢
開催Y

 「こどもたちが、夢を描き、挑戦して
いけるまちになりたい。そして、その夢
をまち全体で、市民のみなさまといっし
ょに応援していけるまちになりたい。ワ
タクシは、そんな「小牧市の夢」から生
まれたコマ。」と語るこまき山。

小牧市の新キャラクター
「こまき山」が誕生！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
小
牧
平
成
夏
ま
つ
り 

小
牧
市
役
所　
1
0
5
6
8
│
72
│
2
1
0
1（
代
表
）

・
小
牧
七
夕
夏
ま
つ
り

　
愛
知
県
小
牧
市
ラ
ピ
オ
通
り
商
店
街
振
興
組
合

　
1
0
5
6
8
│
76
│
2
1
1
1

市制60周年記念式典
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　地域で唯一の２４時間救急対応が可能な産婦人
科です。
　当院は産婦人科以外にも多数の診療科を併せ持
つ公共の総合病院であるため、あらゆる妊娠中の
疾患に対して２４時間の救急対応が可能でありま
す。さらに、道南の周産期センターである函館中
央病院とも連携しており、皆様に２４時間安心し
て過ごして頂ける周産期環境を整えております。
少子化と共に分娩数は減少傾向にありますが、今
秋には新たな本館棟が完成しますので、一人一人
の方に質の高く、快適な周産期診療を提供してい
きたいと考えております。
　妊娠、出産は皆様にとって大変おめでたい出来
事ではありますが、妊娠中は切迫流・早産や緊急
帝王切開などの予期せぬ出来事が突然起きます。
産後は弛緩出血などの、命に係わるような大量出
血が起こることもあります。そのため、産科診療
は他科に比べて緊急性の高い診療科であると言え
ます。また、合併症のある方は開業医では、ハイ
リスク妊娠として取り扱わないため、当院のよう
な医療機関に送られてきます。

　周辺地域への医師派遣は継続して行います。
・毎週火曜日：寿都診療所へ外来診療
・毎週木曜日：せたな町立国保病院へ外来診療
・月１回：せたな町大成地区へ巡回診療
　周辺地域との連携医療として、現在、上記地区
に出張診療を行っておりますが、今後も「連携を
密にして継続していく予定」であります。

・良性腫瘍は腹腔鏡手術を積極的に行います。
・悪性腫瘍は北海道大学や北海道がんセンターと
同等の治療が受けられます。
　私は、体外受精を行う不妊症以外は、あらゆる
婦人科疾患を診療しております。特に最近は腹腔
鏡手術を積極的に取り入れております。
　腹腔鏡手術は開腹しない低侵襲手術で術後３日
から５日程度で退院でき早期の仕事復帰が可能と
なることから、卵巣腫瘍や子宮筋腫などの良性疾
患はできるだけ「開腹せずに腹腔鏡手術で行いた
い」と考えております。現在、不妊症や腹腔鏡手
術を専門とする北大婦人科准教授の工藤先生にも
手術応援を頂いており、多くの症例に腹腔鏡手術
が対応可能となっております。
　悪性腫瘍につきましては、腫瘍外来を開設して
おり、月１回ではありますが、北大婦人科の櫻木
教授に診察に来て頂いております。また、北海道
がんセンターの加藤副院長にも月１回ではありま
すが、週末に来て頂いております。
　このような支援のもと、「北海道大学や北海道
がんセンターと同等の治療が受けられる」ように
なっており、当院での手術はもちろんのこと、紹
介も容易にできる環境が整っております。

　当院は今秋に新本館棟が完成し、電子カルテ化
など、病院として新たな一歩を踏み出す訳であり
ますが、八雲町及び周辺地域の皆様には当院産婦
人科を「気軽、安心して、快適に」ご利用頂けま
すよう随時改善していく所存でおります。
　簡単ではございましたが、当科の診療体制と今
後の方針の説明をさせていただき赴任のご挨拶と
させて頂きます。よろしくお願いいたします。



〈
広
告
〉

 

「
会
社
や
町
内
会
、学
校
な
ど

で
温
暖
化
防
止
や
対
策
に
つ
い

て
の
説
明
や
講
演
を
し
て
も
ら

い
た
い
」そ
ん
な
と
き
は
、北
海

道
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
派
遣
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。知
事
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
28
名
の
推
進
員
が
、知
識

や
活
動
経
験
を
生
か
し
、地
球

温
暖
化
の
こ
と
、温
暖
化
防
止

に
向
け
て
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。な
お
、推
進
員
の

派
遣
に
か
か
る
費
用（
交
通
費

・
謝
礼
）は
北
海
道
が
負
担
し

ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局

　
環
境
生
活
課

1
0
1
3
8
│
47
│
９
４
３
７

北海道地球温暖化
防止活動推進員の
派遣制度について

  

八
雲
町
で
は
、
地
域
消
費
の
喚
起
を
図
る
た
め
、
国
の
地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付
金
を
活
用
し
た「
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
」を
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
商
品
券
は
、
1
2
，
5
0
0
円
分（
5
0
0
円
×
25
枚
セ
ッ

ト
）の
商
品
券
が
1
0
，
0
0
0
円
で
販
売
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
に

は
国
の
交
付
金
及
び
北
海
道
の
補
助
制
度
を
活
用
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
購
入
い
た
だ
き
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
名
　
　
称
】
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き「
ひ
ま
わ
り
商
品
券
」

【
実
施
主
体
】
八
雲
商
工
会

【
プ
レ
ミ
ア
ム
率
】
25
％（
国
20
％
、
北
海
道
５
％
）

【
販
売
価
格
】
1
セ
ッ
ト
1
0
，
0
0
0
円

　
（
5
0
0
円
×
25
枚
セ
ッ
ト
）

【
販
売
数
】
2
0
，
0
0
0
セ
ッ
ト

【
発
売
期
間
】
7
月
10
日（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
8
時

【
発
売
場
所
】
①
は
ぴ
あ
八
雲
　
②
落
部
支
所

　
　
　
　
　
　
③
八
雲
町
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
く
ま
い
し
館

※
売
れ
残
り
が
発
生
し
た
場
合
は
、
翌
日
以
降
随
時
、
八
雲
商
工
会

　
及
び
八
雲
商
工
会
熊
石
支
所
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。

【
使
用
期
間
】
7
月
10
日
〜
12
月
31
日

【
利
用
範
囲
】
八
雲
商
工
会
会
員
の
う
ち
希
望
す
る
会
員
の
店
舗
等

【
そ
の
他
】

・
一
人
5
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
代
理
の
購
入
は
禁
止
と
し
ま
す
。

・
使
用
期
限
が
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

・
金
券
（
お
米
券
・
ビ
ー
ル
券
・
図
書
券
・
ギ
フ
ト
券
・
切
手
・
印

　
紙
等
）
及
び
タ
バ
コ
の
購
入
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

・
現
金
と
の
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
商
品
券
使
用
時
は
つ
り

　
銭
が
出
ま
せ
ん
。

・
債
務
、又
は
事
業
用
仕
入
れ
代
金
の
支
払
い
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
八
雲
商
工
会　
1
0
1
3
7
│
63
│
2
5
2
5

「
ひ
ま
わ
り
商
品
券
」

　
発
売
し
ま
す
！

プレミアム
付き

5　Yakumo Public Relations Vol.117



　
「
特
定
健
診
」「
後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
」は
、
八
雲
地
域
住
民

検
診
・
熊
石
地
域
住
民
検
診
・
町

民
ド
ッ
ク
・
農
協
ミ
ニ
ド
ッ
ク
で

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
健
診
を
受
け

て
、
ご
自
身
の
健
康
管
理
に
お
役

立
て
く
だ
さ
い
。

　
「
特
定
健
診
」は
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
、
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣
病
の
前
段
階
で

あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）該
当
者

と
、
そ
の
予
備
群
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
に
着
目
し
た
健
康
診
査

で
す
。

　

「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
」

は
75
歳
以
上
の
方
等
を
対
象
に
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
健
康

寿
命
延
伸
に
向
け
た
介
護
予
防
の

た
め
の
健
診
で
す
。

《
対
象
者
に
つ
い
て
》

１
．
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

  

今
月
中
旬
に
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
健
診
を
受
け
る
時
に

保
険
証
と一緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
期
入
院
し
て
い
る

方
、
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

方
、
妊
産
婦
の
方
な
ど
は
、
こ
の

健
診
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

２
．
75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74

歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方

  

今
月
中
旬
に
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
健
診
を
受
け
る
時
に

保
険
証
と一緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

３
．
そ
の
他
、
協
会
け
ん
ぽ
・
共

済
組
合
・
組
合
健
康
保
険
等
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方

　

医
療
保
険
者（
職
場
）か
ら
受

診
券
が
発
行
さ
れ
、
指
定
さ
れ
た

健
診
機
関
で
健
診
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

《
健
診
に
つ
い
て
》

１
．
健
診
内
容

　

血
液
検
査（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

血
糖
・
肝
臓
・
貧
血
な
ど　

20
項

目
）、
尿
検
査（
糖
・
蛋
白
・
潜

血
）、
血
圧
測
定
、
身
体
計
測
・

医
師
診
察

２
．
健
診
時
期
・
自
己
負
担
額

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
放
っ
て
お
く
と
生
活
習
慣
病

に
発
展
し
、
脳
卒
中
や
心
臓
病
な

ど
の
命
に
関
わ
る
深
刻
な
病
気
や

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
な
ど
の
長
期

の
治
療
が
必
要
な
病
気
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
病

気
の
早
期
発
見
に
は
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
の
で
、

多
く
の
方
の
受
診
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

今
年
度
か
ら
左
記
の
検
診
は
全

て
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

（
窓
口
４
番
）

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

1
０
１
３
７
―
64
―
2
1
1
1

八雲地域住民検診

熊石地域住民検診

町民ドック

農協ミニドック

実施月 自己負担額

１，０００円

１，０００円

２，０００円

１，０００円

「
特
定
健
診
」

「
後
期
高
齢
者
の
健
康
診
査
」

の
お
知
ら
せ
で
す

６月・10月

８月

２月

６月・７月
10月

○
健
診
時
期
・
自
己
負
担
額

八
雲
町
国
保
に
お
け
る

疾
病
分
類
別
多
発
疾
病
上
位
1０
傑

平
成
26
年
5
月
診
療
分（
40
歳
〜
74
歳
）　生活習慣病といわれる「高血圧性疾患」や「糖尿病」、高脂血症、肥満症、高尿

酸血症などが含まれる「その他内分泌、栄養及び代謝疾患」の件数が多く、医療費
も高額になっていることが分かります。また、３位にある「歯周疾患」（虫歯や歯
肉の腫瘍は除く）は、糖尿病や生活習慣病など全身にも多くの影響を与えるという
ことが近年の研究で分かってきていますので、お口の健康にも気をつけましょう。

１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

10位

9,660,860
8,783,000
3,692,070
2,807,470
4,184,110
2,556,280
2,123,720
1,798,560
2,375,850

9,095,970

7.01
6.38
2.68
2.04
3.04
1.86
1.54
1.31
1.72

6.60

医療費（円）
構成割合（％）

614
226
196
156
111
99
86
66
60

58

19.34
7.12
6.18
4.91
3.50
3.12
2.71
2.08
1.89

1.83

件数（件）
疾　　病　　名順位

構成割合（％）

高血圧性疾患
糖尿病
歯肉炎及び歯周疾患
その他内分泌、栄養及び代謝疾患
関節痛
その他の歯及び歯の支持組織の障害
脊椎障害（脊椎症を含む）
その他の目及び付属器の疾患
その他の損傷及びその他の外因の影響
統合失調症、統合失調症型障害及び
妄想障害

広報   6月号　6



　渡島・檜山圏域障がい者総合相談支援セン
ター「めい」は、障がいをお持ちの方が地域で
安心して生活できるように、年齢、障がいの種
別に係わらず総合的な相談支援を無料で行って
います。
　このたび、次のとおり巡回相談を行いますの
でお気軽にお越しください。
【日時】７月10日（金）
　　　　午後１時30分～午後３時30分
【場所】シルバープラザ　第1会議室
【対象者】
　障がいをお持ちの方（障がい種別、年齢等を問
わず）やその家族、地域の関係機関の方など、相
談支援を受けたい方はどなたでも利用できます。
【問い合わせ先】
　保健福祉課障がい者福祉係（シルバープラザ内）

☎0137－64－2111

障がいのある方への
巡回相談を実施します

〈
広
告
〉

　がんになってお悩みの方やご家族ががんで心
配されている方など、ぜひご参加ください。
【日時】7月15日（水）午後1時30分～３時
【場所】八雲総合病院内　1階会議室
【内容】
・ミニレク「椅子に座った体操」

　総合病院作業療法士
・茶話会（がんについて困っていること等を語
　り合いましょう。）
【共催】八雲町・八雲総合病院・八雲保健所
【問い合わせ先】
　保健福祉課健康推進係（シルバープラザ内）

　☎0137－64－2111
　八雲総合病院医療相談係

　☎0137－63－2185
　八雲保健所健康推進課 ☎0137－63－2168

がんサロンのお知らせ
ひとりで悩んでいませんか？

　北海道財務局の専門の相談員が「借金の悩
み」を親身になってお聴きし、あなたに合った
解決方法を提案します。「預金・融資、保険な
ど金融全般」のご相談も受け付けます。無料・
予約不要です。
【受付日時】６月19日（金）午前９時～12時
【会場】函館地方合同庁舎

（函館市新川町25番18号）
・秘密は厳守いたします。
・当日いけない場合は、次の常設窓口で相談を
　受けていますので、お気軽にご相談ください。
○借金・金融一般相談
　・多重債務者相談窓口　1011－807－5144
　・金融ほっとライン　　1011－807－5145
　・中小企業等金融円滑化相談窓口

　1011－729－0177

【問い合わせ先】
北海道財務局相談員直通
（午前９時～午後５時）
1011－807－5144 もしくは
1011－807－5145

北海道財務局、 函館財務事務所主催

「借金・金融
  一般相談会」の
開催について

不用品交換コーナー

・七段飾りひな人形　・マッサージチェア
・レコードセット
　①レコード忘れ得ぬ日本のメロディーいつも心に生きているうた
　②ホームミュージックライブラリ第2巻

ゆずります

・自転車（大人用）

ゆずってください

これまでの成立件数 34件

これまでの成立件数 11件

5月15日時点

【申請方法】
　企画振興課、熊石総合支所住民サービス課、落部支所に
て申請書を備え付けていますので、手続きを行ってください。
※町ホームページからも簡易登録申請が可能です。

【問い合わせ先】企画振興課協働推進係
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現
況
届

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
、

子
育
て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
を

減
ら
す
た
め
に
、
児
童
手
当
受
給

者
に
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
」
を
支
給
し
ま
す
。

  

平
成
27
年
５
月
31
日
時
点
で
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
へ
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
期
間
は

各
市
町
村
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
支
給
対
象
者
】

　

平
成
27
年
6
月
分
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
除
く
。）を
受
給
し

て
い
る
方
ま
た
は
、
受
給
要
件
に

該
当
す
る
方
。（
公
務
員
を
含
む
。）

【
対
象
児
童
】

  

支
給
対
象
者
の
平
成
27
年
6
月

分
の
児
童
手
当（
特
例
給
付
を
除

く
。）の
対
象
児
童

【
平
成
27
年
5
月
31
日
生
ま
れ
の

　
児
童
に
つ
い
て
】

  

平
成
27
年
６
月
分
の
児
童
手
当

を
受
け
て
い
れ
ば
、
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
。

【
申
請
方
法
】

　

児
童
手
当
現
況
届
に
同
封
し
た

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
現
況
届
と
共
に
八
雲
町
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
務
員
の
方
は
、
職
場
か
ら
配

布
さ
れ
る
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
支
給
額
】

  

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
３
千
円

◇
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　

現
在
準
備
中
で
す
。
申
請
時
期

が
近
く
な
り
ま
し
た
ら
広
報
に
て

周
知
し
ま
す
。

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
役
場
か
ら
送
付
さ
れ
た

現
況
届
に
6
月
1
日
現
在
の
状
況

を
記
入
し
、
6
月
30
日（
火
）ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出

が
な
い
場
合
は
、
6
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

提
出
が
遅
れ
る
と
10
月
の
支
給
日

に
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
提
出
書
類

①
現
況
届（
町
よ
り
送
付
さ
れ
ま

す
。）

②
受
給
者（
保
護
者
）の
健
康
保

険
被
保
険
者
証（
健
康
保
険
証
）

の
写
し

  

事
業
所
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
写
し
の
余
白
に
事

業
所
名
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

③
所
得
証
明
書

  

平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
八

雲
町
に
住
所
が
な
い
場
合
は
、
前

住
所
地
の
市
町
村
よ
り
「
平
成
27

年
度
所
得
課
税
証
明
書
」
を
父

母
と
も
に
1
通
ず
つ
取
り
寄
せ
て

く
だ
さ
い
。

④
監
護
・
生
計
同
一
申
立
書（
窓

口
に
あ
り
ま
す
。）

　

養
育
し
て
い
る
児
童
と
別
居
し

て
い
る
場
合
は
、
申
立
書
と
併
せ

て
、
別
居
先
の
世
帯
全
員
分
の
住

民
票
の
写
し
、
児
童
の
保
険
証
の

写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
支

給
対
象
で
な
い
中
学
校
修
了
後
の

児
童
に
つ
い
て
も
提
出
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
提
出
先
】

・
住
民
生
活
課
児
童
係（窓

口
5
番
）

・
熊
石
総
合
支
所

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
環
境
生
活
係

・
落
部
支
所

※
郵
送
さ
れ
る
場
合
は
、
住
民
生

活
課
児
童
係
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て

　

中
学
校
修
了
前
（
満
15
歳
の
最

初
の
3
月
31
日
）
ま
で
の
間
に
あ

り
、
国
内
に
居
住
す
る
児
童
。

◇
受
給
者
に
つ
い
て

  

児
童
を
監
護
し
生
計
が
同
一
で

あ
る
父
ま
た
は
母
の
う
ち
、
所
得

の
多
い
方
。
ま
た
は
父
母
以
外
で

児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
離
婚

協
議
中
の
場
合
や
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の

場
合
は
、
児
童
と
同
居
し
て
い
る

方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

  

た
だ
し
、
児
童
が
児
童
福
祉
施

設
等
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
、

保
護
者
で
は
な
く
施
設
長
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

  

公
務
員
に
つ
い
て
は
所
属
庁
よ

り
支
給
さ
れ
ま
す
。

◇
必
要
な
手
続
き
に
つ
い
て

　

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、
他

の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
時
は
、

「
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が
必
要

と
な
り
、
原
則
と
し
て
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま

す
。
出
生
日
、
転
入
し
た
日
の
15

日
以
内
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

（
公
務
員
に
な
っ
た
場
合
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
場
合
は
そ
の
翌

日
か
ら
15
日
以
内
に
手
続
き
が
必

要
で
す
。）

　

ま
た
、毎
年
6
月
に
所
得
状
況

等
を
確
認
す
る
た
め
に
、全
受
給
者

は「
現
況
届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

◇
手
当
月
額
に
つ
い
て

※
第
1
子
等
の
数
え
方
は
、
18
歳

の
3
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
の
数
で
数
え
ま
す
。

※
扶
養
親
族
数
に
応
じ
て
設
け
ら

れ
た
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
支
給
時
期
に
つ
い
て

　

原
則
と
し
て
、
6
月
、
10
月
、

2
月
に
前
月
分
ま
で
の
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

◇
保
育
料
の
徴
収
に
つ
い
て

　

保
育
料
の
滞
納
者
に
対
し
、
児

童
手
当
か
ら
直
接
保
育
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
該
当
者

に
つ
い
て
は
、
支
払
月
が
近
く
な

り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
生
活
課
児
童
係（窓

口
5
番
）

児
童
手
当「
現
況
届
」の

提
出
に
つ
い
て

【
締
め
切
り
】6
月
30
日
ま
で

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
」の
申
請
に
つ
い
て

【
八
雲
町
の
申
請
期
間
】

　

平
成
27
年
6
月
1
日
〜
12
月
1
日

0歳～3歳未満
3歳以上小学校修了前

中学生
所得制限限度額以上の場合

第1・2子
第3子

15,000円

10,000円
15,000円
10,000円
5,000円

対　　　象 手当額

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内
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申し込み・問い合わせ先　八雲町子育て支援センタースマイル　10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

【内容】
　子育て支援センターの保育士と一緒にゲーム
や手遊び、パネルシアター等で遊びましょう。
季節の製作も楽しみましょう。
【対象】
　入園前のお子さんと保護者の皆さん
　子どもの遊びに関心のある方
【日時】6月25日（木）午前10時～11時30分
【場所】落部町民センター
【申し込み期日】
　6月23日（火）までに電話か来館してお申し込
みください。

【内容】
　赤ちゃんと一緒にスキンシップゲームや歌遊
び、おもちゃ遊びを楽しみます。赤ちゃんを子
育て中のママ同士で交流を深めましょう。
【対象】０歳のお子さんと保護者の皆さん
【日時】7月16日（木）午前10時～11時30分
【場所】シルバープラザ 福祉室
【定員】15組（定員になり次第締め切ります）
【申し込み期日】
　7月14日（火）までに電話か来館してお申し込
みください。

　高齢者の方や障がいを持った方、健康について不安や心配がある方々の相談の場です。
【日時】6月16日（火）［八雲］午前9時30分～11時30分　［落部］午後2時～4時
【場所】［八雲］はぴあ八雲エントランスホール　［落部］落部町民センター
◎ミニ講座「転倒予防のための身体づくり」
【時間】［八雲］午前10時～10時30分　［落部］午後2時30分～3時
【内容】夏に向けて、体力と筋力を取り戻す身体づくりを紹介します！
【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）10137－65－5001

はっぴぃ♪街なか保健室

あそびの広場②赤ちゃん
～赤ちゃんといっしょ～

なかよし広場inおとしべ
～たのしい遊びがいっぱいY　　
　　　　　　　みんなで遊ぼうY～

　毎日、お疲れのことと思います。自分の悩みを
気兼ねなく話し合える、そして分かり合える仲間
がいたらいいなぁと思ったことはありませんか？
　「リフレッシュクラブ」はそういう場であり、
気分転換の場でもあります。
　私たち会員は皆様の苦労を分かち合いたいと考
え、下記の日程で定例会『介護者どうし、語り合
う会』を行います。今回はアドバイザーの方にも
来ていただき、より充実した内容にしたいと思っ
ています。時間途中でも、ぜひ一度足を運んでみ
てください。ご連絡をお待ちしています。男性の
方もご遠慮なく声をかけてください。
【日時】6月12日（金）午後1時30分～
【場所】シルバープラザ

【内容】「介護者の悩み・不安を分かち合おう」
アドバイザー：中 村 勝 代 氏
キャラバンメント養成講師
森町社会福祉協議会身障者・
高齢者サロンボランティア相談員
森町認知症の人と共に歩む会事務局相談員

　事前申し込みまたは当日直接来所のどちらでも
構いません。下記では相談もお受けしています。
お気軽にご連絡・ご相談ください。
・リフレッシュクラブ会長（関口佐保子宅）　　

　10137－62－2437
・八雲地域包括支援センター（シルバープラザ内）

　10137－65－5001

八雲町認知症家族の会「リフレッシュクラブ」
認知症の方やご高齢の方をご自宅で介護している皆様へ
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〈
広
告
〉

八雲町落部130
Tel 67－2454
http://aiki929.jp

シ
ミ
抜
き 

お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

洗
濯
に
、手
作
り
天
然
薬
草
酵
素
液
を
使
用

相
木
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

各
コ
ー
ス 

特
殊
加
工 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

数
少
な
い
上
級
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
術
者
の
い
る
お
店

〈
広
告
〉

八雲町本町87番地2F

　

振
替
納
税
は
、
指
定
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
納
期
限
日
に
自
動
的

に
引
き
落
と
さ
れ
る
便
利
な
納
税

方
法
で
す
。
納
め
に
行
く
時
間
が

省
け
、
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま

す
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
町
内

各
金
融
機
関
（
ひ
や
ま
漁
協
を
除

く
。）、
北
洋
銀
行
各
支
店
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
に
預
貯

金
通
帳
と
通
帳
使
用
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵

便
局
）以
外
の
口
座
か
ら
の
振
替

手
続
き
は
、
役
場
・
熊
石
総
合
支

所
・
落
部
支
所
・
相
沼
泊
川
出
張

所
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課
納
税
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

納
税
通
知
書
を

発
送
し
ま
す納

税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

　
　
　
　
ご
利
用
く
だ
さ
い

所
得
証
明
書
、（
非
）課
税

　
　
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

　

納
税
通
知
書
の
発
送
に
合
わ
せ

て
、平
成
27
年
度（
平
成
26
年
中
）

の
所
得
・（
非
）課
税
証
明
書
の

発
行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
各
証

明
書
が
必
要
な
方
は
、
6
月
12
日

以
降
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
27
年
度
の
証
明
書
は
、
平

　

成
27
年
1
月
1
日
に
八
雲
町
に

　

住
民
票
が
あ
る
方
の
分
の
み
発

　

行
で
き
ま
す
。
平
成
26
年
中
に

　

他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
、

　

あ
る
い
は
平
成
27
年
1
月
2
日

　

以
降
に
八
雲
町
に
転
入
さ
れ
た

　

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
1
月
1

　

日
に
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
に

　

て
申
請
で
き
ま
す
。

※
証
明
書
の
発
行
が
で
き
る
の
は
、

　

本
人
ま
た
は
住
民
票
上
同
一
世

　

帯
の
方
の
み
で
す
。
そ
れ
以
外

　

の
方
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合

　

は
、委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
財
務
課
課
税
第
一
係

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

平
成
27
年
度【
町
・
道
民
税
】

【
国
民
健
康
保
険
税
】【
固
定
資
産

税
】の
各
納
税
通
知
書
を
6
月
12

日
頃
に
発
送
し
ま
す
の
で
、
期

限
ま
で
の
納
付
に
つ
い
て
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

税目／納付月

町　道　民　税

固 定 資 産 税

国民健康保険税

６月

１期

１期

納期限日は、通常は各納付月の末日（１２月は２５日）です。なお、納期限日が
土曜日、日曜日、祝日にあたるときは、これらの日の翌日となります。

■町税の納期
７月

１期

２期

８月

２期

３期

９月

２期

４期

１０月

３期

５期

１１月

３期

６期

１２月

４期

７期

１月

４期

８期

２月

５期

９期

３月

５期

１０期

　町では、税負担の公平性や財源を確保するため、未収金の
滞納整理を進めています。
　特に、町税等の滞納に対しては、不動産・給与・預貯金・
生命保険・自動車等の差押を執行し、強制的に徴収すること
ができます。滞納している方は、早急に滞納の解消に努めて
ください。

※下記の表は、町税・介護保険料・後期高齢者医療保険料を
徴収するため執行した差押の状況です。渡島・檜山地方税滞
納整理機構による差押は含んでいません。 

差押執行状況

町税滞納による
差押の執行状況について

平成26年度

平成25年度

平成24年度

386件

675件

729件

1 5 , 4 8 7 , 4 1 8 円

3 2 , 6 0 8 , 5 4 6 円

3 7 , 0 3 8 , 2 6 8 円

換価・取立額件　数
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環
境
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
57
回「
水
道
週
間
」の

実
施
に
つ
い
て

  

平
成
27
年
6
月
1
日
か
ら
6
月
7
日
ま
で
の
1

週
間
に
わ
た
り
、
第
57
回
水
道
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
水
道
週
間
は
、
水
道
に
つ
い
て

の
理
解
と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
主
眼

と
し
、
国
や
道
を
は
じ
め
各
市
町
村
の
水
道
事

業
体
等
に
よ
っ
て
様
々
な
広
報
活
動
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
八
雲
町
水
道
（
簡
易
水
道

含
む
）
事
業
の
現
状
と
水
道
使
用
に
か
か
る
注

意
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

給
水
人
口
の
減
少
に
よ
り
給
水
収
益
（
水
道

料
金
収
入
）
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
配

水
管
や
浄
水
場
な
ど
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
は

老
朽
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
今
後
こ
れ
ら
老

朽
施
設
の
更
新
に
は
多
額
の
事
業
費
が
か
か
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
八
雲
町
水
道
事
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
き
ま
す

が
、
町
民
皆
様
に
安
心
・
安
全
な
水
道
水
を
安

定
的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
、
各
種
見
直
し
検

討
を
行
い
な
が
ら
健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

《
水
道
開
始
・
中
止
等
の
届
出
を
忘
れ
ず
に
》

　

開
始
・
中
止
等
の
届
出
を
し
な
い
と
、
水
道

料
金
の
未
払
い
や
過
払
い
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
水
道
使
用
の
変
更
が
あ
る
場
合
に

は
必
ず
役
場
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

《
漏
水
や
排
水
つ
ま
り
の
場
合
》　
　
　
　
　

　

家
庭
の
水
道
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
る
修
理
に
つ

い
て
は
、
個
人
の
対
応
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

夜
間
や
休
日
に
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
た
場
合

に
は
、
割
増
料
金
が
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
緊
急
度
を
勘
案
し
て
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
料
金
は
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
》

　

料
金
未
納
の
場
合
に
は
、
督
促
の
案
内
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
余
計
な
経
費
が
か
か

り
、
正
し
く
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

水
道
料
金
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
ど
う
し
て
も
納
期
内
に
納
め
ら
れ
な
い

場
合
に
は
役
場
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
何
の

相
談
も
な
く
料
金
の
滞
納
が
続
く
場
合
に
は
、

や
む
を
得
ず
水
道
を
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
環
境
水
道
課
業
務
係

水
道
使
用
に
か
か
る
注
意
点

八
雲
町
水
道
事
業
の
現
状

　

平
成
23
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
、
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償

制
度
」
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
へ
と
名
称

を
変
更
し
、
平
成
27
年
度
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

  

交
付
対
象
作
物
や
交
付
対
象
者
等
制
度
の
詳
し
い
内
容
、
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

  

申
請
の
な
い
場
合
や
申
請
期
限
6
月
30
日（
火
）を
過
ぎ
て
か
ら
の

申
請
は
交
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
漏
れ
の
な
い
よ

う
ご
注
意
願
い
ま
す
。
な
お
、
申
請
書
類
の
整
備
に
多
少
お
時
間
が

か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
当
協
議
会
へ
の
ご
提
出
は
6
月
17

日（
水
）ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

  

な
お
、
昨
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
に
加
入
さ
れ
て
い
た
方
に
は

受
付
窓
口
開
設
日
な
ど
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
地
域
農
業
再
生
協
議
会（
農
林
課
農
業
振
興
係
内
）

　
1
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
1（
内
線
3
3
4
）

経
営
所
得
安
定
対
策
の

お
知
ら
せ◇こんな事故に注意

１．農業機械での作業による事故
　（トラクターの転倒等）

２．施設での作業による事故
（高所からの転落等）

３．公道での事故　etc.
→周囲の安全確認・作業しないと
きは機械のエンジンをＯＦＦに！

◇万が一の時のために…
労働者災害補償保険
（労災保険）に加入を！

農林課農業振興係
熊石総合支所産業課農林係

～農家の皆さんへ～
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※風呂場の有無欄に有とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに6月15日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書及び個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 風呂場の有無家　　賃

折戸団地（熊石折戸町461－22）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町406）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町217）

雲石団地（熊石雲石町180－4）

雲石団地（熊石雲石町224）

雲石団地（熊石雲石町234）

平特公賃（熊石平町324－9）

Ｓ51

H13

H13

H7

S62

S56

S57

Ｓ63

Ｈ５

H5

H6

H8

H10

H13

１

1

１

1

1

1

2

１

1

2

1

1

1

1

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

有

１棟4戸平屋建 3ＤＫ 55.13G

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟6戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 70.53G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 68.79G

１棟6戸重ね建（1Ｆ・2F） 3LＤＫ 68.79G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 68.16G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（２Ｆ・3F） 3LDK 71.74G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 59.24G

１棟１０戸重ね建（1Ｆ） 2LDK 60.28G

１棟１０戸重ね建（2Ｆ） 3LDK 75.01G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 1LDK 49.30G

11,800円

17,100円

20,000円

18,800円

14,900円

14,000円

14,200円

15,700円

17,600円

20,100円

17,000円

17,700円

22,600円

36,400円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

19,300円

78,300円

84,600円

48,400円

35,600円

30,300円

31,500円

34,100円

34,900円

41,000円

38,500円

48,900円

64,300円

72,800円

11,600円

12,600円

24,400円

26,900円

～

～

S52

S53

1

1

有

有

１棟4戸2階建 3ＤＫ 59.99G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

野田生団地（野田生463－1）

野田生団地（野田生463－1）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 風呂場の有無

入札（見積合わせ）結果（4月16日～5月15日）1，000，000円以上
工　事　名（委託業務名） 請負業者名 予定価格 契約金額 工　期

公共下水道施設舗装補修工事
町道ペンケル川沿線２号災害復旧工事
町道ペンケル川沿線ペンケ大橋災害復旧工事
平成２７年度水質検査業務委託
八雲小学校グラウンド散水栓整備工事
水道メータ器取替工事（上水道）第１工区
水道メータ器取替工事（上水道）第２工区
水道メータ器取替工事（上水道）第３工区
水道メータ器取替工事（上水道）第４工区
水道メータ器取替工事（上水道）第５工区
ひらたない温泉排湯管設置工事
熊石簡水水道メータ取替工事（本町地区）
熊石簡水水道メータ取替工事（相沼泊川地区）
町道相沼内川沿線舗装改修工事
平成27年度熊石相沼町の一部地区　境界杭埋設業務

ツバメ工業㈱
㈱城北工業
東陽建設㈱
㈱環境科学研究所
㈲佐藤設備
ヤマニ坂本商店
㈲蜂谷工業
シバタ設備機工
三河設備工業㈱
㈱角田配管工業所
㈱富坂造園工業
㈱上杉建設
㈱上杉建設
大同舗道㈱道南営業所
㈱極東コンサルタント

1,479,600
9,450,000
10,756,800
5,248,800
2,397,600
1,274,400
1,058,400
1,252,800
1,123,200
1,080,000
3,553,200
3,618,000
2,116,800
8,964,000
5,238,000

5月29日
8月10日
8月10日
H28.3.31
6月12日
7月31日
7月31日
7月31日
7月31日
7月31日
6月30日
6月30日
6月10日
6月30日
9月30日

1,371,600
8,252,010
9,400,806
4,719,600
2,332,800
1,231,200
1,026,000
1,209,600
1,080,000
1,047,600
3,477,600
3,510,000
2,052,000
8,316,000
4,550,000
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◆開催日

第33回

　

今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
北
海

道
三
大
あ
ん
ど
ん
祭
り
の
一
つ

「
八
雲
山
車
行
列
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）は
、
7
月
3
日（
金
）・

4
日（
土
）に
行
わ
れ
、
今
年
は
開

町
10
年
記
念
と
し
て
熊
石
地
域
の

山
車
が
４
台
参
加
し
、
あ
わ
せ
て

約
30
台
の
山
車
が
別
図
の
コ
ー
ス

を
練
り
歩
く
予
定
で
す
。

※
雨
天
の
場
合
は
5
日（
日
）ま
で

順
延
し
ま
す
。

　

ま
た
、
八
雲
町
観
光
大
使
の
伊

吹
吾
郎
氏
が
1
日
目
に
参
加
す
る

予
定
で
す
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
審
査
を
実
施

し
ま
す
。
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ

（
黄
色
）に
審
査
用
紙
が
つ
い
て
い

ま
す
の
で
、
１
日
目
の
山
車
運
行

終
了
時
ま
で
に
、
所
定
の
場
所
に

投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
山
車
行
列
前
日
に
配
布
さ
れ
る

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

山
車
の
運
行
中
、
本
町
通
り
で

は
子
ど
も
達
が
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
車
打
ち
上
げ
時
に
も
昨
年
大
好

評
で
あ
り
ま
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
風
船

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

各
団
体
で
も
、
山
車
の
製
作
等

に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。
当
日
、

交
通
規
制
等
に
よ
り
町
民
の
方
々

に
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

八
雲
町
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
町
民
皆
さ
ん
の
力

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　

山
車
の
引
き
手
な
ど
の
参
加
者

を
引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
・
家
族
・
仲
間
同
士
な
ど
、誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
日
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

ま
た
、
各
関
係
団
体
の
ご
協

賛
・
ご
協
力
に
よ
り
、
山
車
行
列

に
あ
わ
せ
て
両
日
共
に
「
ビ
ア

ガ
ー
デ
ン
」
等
を
は
ぴ
あ
八
雲
を

中
心
に
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
来
場
下
さ
い
。
山
車
行
列

グ
ッ
ズ
と
し
て
、
山
車
せ
ん
べ

い
、
山
車
サ
ブ
レ
、
山
車
ま
ん

じ
ゅ
う
、
ミ
ニ
は
ん
て
ん
（
手
ぬ

ぐ
い
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
）
も
販
売

し
ま
す
。

あ
の
暑
い
夏
が

あ
の
暑
い
夏
が

今
年
も
や
っ
て
く

今
年
も
や
っ
て
く
るる
！！！！

図書館
午後７時スタート

役　場
午後７時スタート

3 4金 土

【【
山
車
行
列
に
対
す
る
ご
意
見
等
は

山
車
行
列
に
対
す
る
ご
意
見
等
は
】】

　
八
雲
山
車
行
列
実
行
委
員
会

　
八
雲
山
車
行
列
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

（
八
雲
町
公
民
館
内

（
八
雲
町
公
民
館
内
））

　　

11
０
１
３
７

０
１
３
７
││
6363
││
３
１
３
１

３
１
３
１

【
八
雲
山
車
行
列

【
八
雲
山
車
行
列
H
P
H
P
】】

　　

http://w
w
w
.yakum

o-
http://w

w
w
.yakum

o-

　　

dashi.com
/

dashi.com
/

イイネ！押して応援しよう！

炎・ス
ク
ラ
ム・光
る
汗

　
　
〜
今
、限
り
な
く
青
春
…
〜

あ
の
暑
い
夏
が

今
年
も
や
っ
て
く
る
！！

山
車
を
も
っ
と
楽
し
む
に
は
！？　
　
　
　
　
　
　

運
行
コ
ー
ス
図  

１
日
目

７
月
３
日（
金
）
開
会
式
午
後
６
時
40
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
図
書
館
》

運
行
コ
ー
ス
図  

２
日
目

７
月
４
日（
土
）
出
発
式
午
後
６
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

《
役　

場
》

【
山
車
行
列
に
対
す
る
ご
意
見
等
は
】

　
八
雲
山
車
行
列
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

 

（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　

1
０
１
３
７
│
63
│
３
１
３
１

【
八
雲
山
車
行
列
H
P
】
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o-

　

dashi.com
/
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　新たな年度を迎え、交通事故防止のため町内各所では様々な取組みが行われました。
　八雲地域では４月25日、八雲町スポーツ少年団本部が主催となり、11団体が総合体育館から八雲警察署ま
で各団員が交通安全旗を持ち交通安全を呼びかけました。
　また、町内在住の長谷川正二さんは、交通安全の啓発のため道内の市町村役場などから収集したという地
域毎の安全旗77本を地域ボランティアの方と共に、４月28日から立岩の国道５号線沿いに並べ、国道を走る
車に事故防止の注意を喚起しました。この旗は現在一部を内浦町の国道沿いに移し、引き続きドライバーに
対し交通事故の注意を促しています。
　春の全国交通安全運動初日の５月11日、八雲・熊石地域にて１年の無事故や交通安全意識の高揚、事故防
止の誓いを新たにする町交通安全運動推進委員会（岩村克詔会長）主催の交通安全祈願祭（八雲神社・根崎
神社）及び「旗の波作戦」が行われました。町内の交通安全団体や八雲警察署、事業所などの関係者が出席
し、玉串を捧げて交通安全を祈りました。
　祈願祭終了後、八雲自動車学校前、熊石総合支所前で、「スピード落とせ！！」と書かれた横幕や、安全
運転啓発用の旗を振り、国道を走るドライバーらに安全運転を呼びかけました。

地域一丸、輪禍防止をY交通事故ゼロを目指してY
春の交通安全運動

第21回

地域で協力Y来場者アワビ・エゾバカガイを堪能Y

　５月17日、熊石青少年旅行村で第21回あわびの里フェスティバルが開催さ
れました。会場では熊石産のあわび・エゾバカガイなどが販売され、来場者の
舌を楽しませました。ステージでは、日本海はまなす太鼓の演奏や相沼奴道中
などのイベントで会場を盛り上げました。
　刀禰委員長は「去年の秋に実行委員会でやるかやらないかという話になった
時、今まで地域で育てたこのイベントを、熊石の元気のために続けることに
なった。海が荒れ、エゾバカガイの提供が危ぶまれたが、漁師の皆さんが頑
張ってくれ用意出来た。新たな気持ちで今後も取組みたい。」と語りました。
岩見沢市から来た来場者は「毎回楽しみで参加してきた。その場で焼いて食べ
るのが醍醐味。おいしい。」とあわびを頬張りながら語ってくれました。
　また、来年春に閉校になる熊石高校の生徒３人は、熊石の特産物のアンケー
トなどを手伝いました。生徒たちは「今までお世話になった地域の皆さんへの
恩返しの気持ちからみんなで参加することにした。」と笑顔で語りました。

ああわわびびのの里里
フフェェスステティィババルル
来場者約2万人来場者約2万人

あわびの里
フェスティバル
来場者約2万人

ReportYakumoリポート やくも
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おやじの会、梅村庭園で五月人形展
自宅で眠る五月人形を公開Y子どもの健やかな成長をY

　５月９日、八雲町民センターにて八雲ライオンズクラブ主催「少年の
主張八雲大会」が開催されました。
　小学生の部11名、中学生の部16名が参加し、関係者が見守る中、自
分が伝えたい学校の出来事、家族への思いなどを力強く主張しました。
最優秀賞は小学生の部は林美姫さん（落部小）、中学生の部は笹森一希
さん（熊石第二中）が受賞し、渡島大会へ出場します。会場に訪れた人
達は、各発表に対し感心しきりで大きな拍手を発表者へ送りました。

第32回少年の主張八雲大会
私たちは、この事を伝えたいY

　４月25日、木彫り熊資料館のリニューアルされ
た木彫り熊講座室にて「木彫り熊講座」が始まりま
した。講座が再開されてから３年目となる今年は、
経験者７名、初心者６名の13人となり、キャンセ
ル待ちの申し込み者がいるほどの人気の講座となっ
ています。この日は「吠熊」「這熊」を作るため、
のこぎりやノミ等を用い木のブロックを型紙を使っ
て切り出す作業を行いました。今年初参加という女
性は「八雲の歴史や住民の気持ちを感じたいと思い
受講した。木彫り熊をつくるのは難しい。講座の中
で技術を学んでいきたい」と、力強く木を彫りまし
た。

木彫り熊講座開始
八雲の木彫り熊の技術を学ぼうY

　４月19日～５月５日、梅村庭園にて「おやじの会」が主催となり五月人形展
を開催しました。人形展は８年ほど前に、自分の子どもなどが成長し自宅で飾
られなくなった五月人形を、町内の子どもらに見てもらいたいと始まりました。
80年ほど前の兜や手作りの金太郎など、おやじの会が寄付を受けたものや今回
借りたもの25点が梅雲亭の座敷に飾られ、町内外の観覧者が訪れました。梅村
庭園へ散歩に来たという八雲幼稚園生18人は人形や兜を見て「かっこいい！」
「恐い！」「かわいい！」と思い思いに人形を楽しみました。

　５月12日、八雲総合病院で八雲高校の２年生14
名が１日看護師として看護現場を体験。八雲総合
病院が看護の日にちなみ、患者さんとのふれあい
を通し、看護の喜び・心を学び、後の進路の参考
のため開催したものです。生徒たちは、各専門病
棟に分かれ説明を受け、病室で患者とのコミュニ
ケーションや新生児人形での沐浴など体験しまし
た。生徒は「体験して大変さと喜びも感じること
が出来た」と目を輝かせました。

看護の日・看護週間
八高生「看護1日体験」

医療の現場を体験Y
看護の心を学ぶY

　５月10日、キソンペタン川治山ダムにて「八雲
町内水面自然保護協会」会員20人が魚道清掃を行
いました。魚道は、産卵で海と川を行き来する魚
や、川に根付く魚が、分断された川を渡る命の道
です。協会では昭和60年頃から八雲地域の魚道清
掃を行っています。魚道に溜まる石や葉、流木を
スコップなどを利用しながら清掃を実施。参加者
は「昔、多くの魚が魚道に入れず清掃するのを
待っていたのを見て感動した。可愛い魚たちのた
めに魚道清掃を続けている」と清掃の必要性につ
いて訴えました。

キソンペタン川 魚道清掃
海と川、命の道をつなぐためにY

相沼小学校、
地震・津波避難訓練

いのちを守る大事な訓練Y

　５月16日、熊石第一中学校と熊石高校及び渡島檜山管内の吹奏楽部の
主催による合同コンサート「コンサートinくまいし」がふれあい交流セ
ンターくまいし館で行われ、会場に訪れた約140人の聴衆が素敵な音色
に聴き入っていました。函館市で第一線で活躍する演奏家の方々を招き、
吹奏楽部の生徒達や地域の方々にも生の音楽に触れてもらおうと企画さ
れたもので、アルマ・スリフトさんのバイオリンの独奏を皮切りに、フ
ルート、バイオリン、ピアノによるドキュメンタリー番組「情熱大陸」
のテーマなど、バラエティーに富んだ演奏が披露されました。普段なか
なか聴くことの出来ないメンバーによる演奏とあって、会場の生徒らは
熱心に聴き入っていました。

コンサートinくまいし
演奏を聴いて、学んで、楽しんでY

　４月20日、相沼小学校（児童21人）で、日本海南西沖地震を想定した
地震・津波の避難訓練が行われ、全校児童や教員、保護者など約40人が
参加しました。津波の発生を知らせる校内放送が流れると皆一斉に約
400ｍ離れた高台の避難場所を目指しました。児童たちは先生達との約
束である「『お』さない『か』けない『し』ゃべらない『も』どらな
い」をしっかり守り、真剣に避難訓練に取り組んでいました。訓練に参
加した６年生の能登谷夢月さんは「いつ地震が起こるかわからないので、
この避難訓練で習ったことを生かしたい」と話していました。

　５月20日、熊石漁港で、熊石地域マリンビジョ
ン推進協議会によるニシンの稚魚の放流が行われま
した。かつてニシンの豊漁で繁栄を誇った檜山沖の
回復を目指そうと、せたな～上ノ国、奥尻の日本海
沿岸６町でニシン稚魚の放流が順次行われており、
この日は、熊石保育園の15名による放流式が行わ
れました。はじめに、檜山南部地区水産技術普及指
導所の職員からニシンの生態などについての説明が
あり、園児たちは水槽の中のニシンの稚魚に興味
津々で覗き込んでいました。続いて、海面まで渡し
たパイプの上に、一人ひとり順番にそっと稚魚を放
し、「元気に大きくなって帰ってきてね」と手を振
りながら海へ放流しました。

ニシンの稚魚放流式
熊石地域マリンビジョン推進協議会

ほえぐま はいぐま
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《熊石地域高齢者温泉入浴バス運行日》
月 日 対象地区 バ　ス　停 運行時間

6　
月26日
（金）

23日
（火）

１３：2０
　～１３：55

関内

平

１３：30
　～１4：00

折戸

鮎川
遠藤宅前
～３泊川バス停

福岡商店前
　　～工藤宅前

INFORMATION

●八雲町役場●
10137－62－2111

主な電話番号

情報
くらしのお

知
ら
せ

○
八
雲
総
合
病
院

　

6
月
7
日
、
21
日
、
28
日
、

　

7
月
5
日
、
12
日

　

1
0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

○
ま
き
た
循
環
器
内
科
ク
リ
ニッ
ク

　

6
月
14
日

　

1
0
1
3
7
│
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│
4
7
1
1

・
新
函
館
農
業
協
同
組
合

八
雲
基
幹
支
店

　

午
前
10
時
〜
正
午

・
八
雲
総
合
病
院
前

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

  

旧
八
雲
町
と
旧
熊
石
町
が
合
併

し
10
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
八

雲
町
の
魅
力
を
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す

る
映
像
を
制
作
し
ま
し
た
。
個

人
、
団
体
で
の
視
聴
や
イ
ベ
ン
ト

等
で
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
の
で
、
貸
出
を
希
望
さ

れ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
図
書
館
で
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴

で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
振
興
課
企
画
係

　

町
民
の
皆
様
に
、
消
防
団
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の
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頃
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防
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す
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き
た
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え
て
い
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の
で
、

多
数
の
皆
様
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ご
来
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を
お
待
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て
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ま
す
。

【
日
時
】
6
月
28
日（
日
）

午
後
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時
30
分

【
場
所
】

　

八
雲
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学
校
グ
ラ
ウ
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ド

  

国
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お
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、
そ
の
就
労

状
況
を
み
る
と
、
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加
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題
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踏
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入
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こ
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適
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。
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の
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。
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1
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│
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│
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●熊石総合支所●
101398－2－3111

●落部支所●
10137－67－2231
●シルバープラザ●
10137－64－2111
●八雲町公民館●

10137－63－3131
●八雲町立図書館●
10137－62－2507
●八雲総合体育館●
10137－62－2141

●噴火湾パノラマパーク●
10137－65－6030
●八雲総合病院●
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●熊石国民健康保険病院●
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日
曜
・
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日
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番
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車
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）
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ま
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6
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外
国
人
労
働
者

問
題
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発
月
間
」で
す

101398－2－3555

町
の
花

ひ
ま
わ
り

開
町
10 
年
記
念

八
雲
町
消
防
総
合
訓
練
大

会
を
実
施
し
ま
す

八雲町内無料送迎バス（9人乗）運行いたします。

〈
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〈
広
告
〉

　

平
成
28
年
度
に
使
用
さ
れ
る
教

科
書
の
見
本
を
展
示
し
ま
す
。
子

供
た
ち
が
学
校
で
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
学
ぶ
の
か
興
味
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
】
6
月
19
日（
金
）〜

7
月
2
日（
木
）

平　

日　

午
前
9
時
〜
午
後
10
時

土
日
祝　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

INFORMATION  YAKUMO

　毛がにの格安販売、かにめしサミット、毛がに早食い競争
等々、楽しいイベントがたくさん！日曜日には「浜ゆで毛ガ
ニ」の販売もありますので、家族そろってお越しください！
【日程】6月27日（土）・6月28日（日）
【場所】ふれあい公園
【問い合わせ先】おしゃまんべ毛がにまつり実行委員会

☎01377－2－2270

長万部

　地元の農漁業者の新鮮野菜!海産物！種類豊富な加工品！季
節には綺麗なお花！「ふれあい市場」がオープン中。ぜひお
立ち寄りください！
【開設期間】5月23日（土）～10月末まで
【営業時間】毎週土曜日　午後2時～3時
【問い合わせ先】ふれあい市場運営協議会（せたな町役場産業
　　　　　　　　振興課内）　　　　 ☎0137－84－5111

　せたな～奥尻航路は5月1日から10月15日まで毎日運航。
6月1日からは奥尻帰りの自動車料金が無料の奥尻島乗用車歓
迎キャンペーン（利用は2名以上）を実施します。
【時刻表】せたな発～奥尻着　午後2時05分～3時40分
　　　　　奥尻発～せたな着　午後0時05分～1時40分
【料金】せたな～奥尻　2,010円から（詳しくは下記まで）
【問い合わせ先】
　ハートランドフェリーせたな営業所  ☎0137－87－3963
　江差支店　☎0139－52－1066
　奥尻支店　☎01397－2－3131

　道南五大霊場として指定の「太田神社」。航海安全の守り神
として古くから信仰され、例大祭では多くの参拝者が訪れ、
大漁旗をなびかせた漁船群が海上を渡御します。初日は郷土
芸能披露・歌謡ショー・花火大会などを予定しています。
【日程】6月27日（土）～28日（日）
【場所】太田神社拝殿前特設会場
【問い合わせ先】大成まちづくり会議（せたな商工会大成支所内）

101398－4－5300

せたな
北檜山区

道南五大霊場 『太田神社』例大祭

『毛がに』格安販売！
2015おしゃまんべ毛がにまつり

　標高981ｍのカニカン岳にアタックしてみませんか？
【日時】6月28日（日）午前8時40分登山開始（少雨決行）
　◎バスを利用する方は
　　午前7時～　今金町民センター前
　　午前7時30分～　クアプラザピリカ前～登山口
【参加費】一人　500円（予定）　
【持ち物】登山できる服装、昼食、水筒、雨具、ゴミ袋
【申し込み・問い合わせ先】
　今金町教育委員会事務局　☎0137－82－3488

今　金 カニカン岳町民登山

『ふれあい市場』オープン！

瀬 棚 区 せたな～奥尻間のフェリーが就航開始

大 成 区

【
会
場
】
八
雲
町
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

１
階
ロ
ビ
ー

【
内
容
】
平
成
28
年
度
使
用

　
　
　
　
　
　
　

教
科
用
図
書

　

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課
施
設
係

（
八
雲
町
公
民
館
内
）

　
☎
0
1
3
7
│
63
│
4
1
7
9

（
直
通
）

教
科
書
展
示
会
を

　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

ネットワーク

第　   回
追分ソーランライン

サイクリング大会参加者募集
　仲間と共に、潮風薫る追分ソーランライン
をサイクリング！心震える檜山の歴史・文
化・景観に感動しよう！
【日時】6月28日（日）（雨天決行）
　○受付（午前7時）　○スタート（午前8時）
【走行コース】
　国道227・228・229号
　追分ソーランライン（約82km）
【参加資格】
　小学生以上でコースを完走できる方
　自転車は変速機付に限り、自転車用ヘル
メットおよびグローブは原則として着用して
ください。
　小学生で参加される方は併走する保護者
（小学生1人につき1人）が必要となりま
す。ただし、小学4年生～6年生は、併走者
がいなくても可能です。
【参加定員】200名
【参加料】大人4,000円

（サイクリング協会員3,000円）
　　　　　高校生2,000円
　　　　　小・中学生1,000円
【申込期日】6月10日（水）
【申し込み・問い合わせ先】
　追分ソーランラインサイクリング
　実行委員会
　檜山郡江差町字陣屋町308－13
　実行委員長　泉沢　宏明まで
　☎0139－52－0811

9
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【
日
時
】

　

7
月
10
日（
金
）、
24
日（
金
）、

　

8
月
7
日（
金
）

　

午
後
1
時
〜
5
時

（
各
相
談
時
間
30
分
）

※
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付
が
な

い
場
合
は
終
了
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

※
予
約
制
・
先
着
順

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
函
館
弁
護
士
会

　

1
0
1
3
8
│
41
│
0
2
3
2

     　

第
18
回
北
海
道
介
護
支
援
専
門

員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
試
験
案

内
を
、
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
日
】
10
月
11
日（
日
）

【
配
布
期
間
】

　

6
月
10
日（
水
）〜

　
　
　
　

7
月
3
日（
金
）ま
で

  

（
土
、
日
は
除
き
ま
す
）

【
配
布
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
5
時
15
分

【
配
布
場
所
】

　

役
場
総
務
課
、
シ
ル
バ
ー
プ
ラ

ザ
保
健
福
祉
課
、
熊
石
総
合
支
所

住
民
サ
ー
ビ
ス
課
、
落
部
支
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉

人
材
部
研
修
教
務
課

　

1
０
１
１
│
２
４
１
│
３
９
７
９

◎
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

（
平
成
27
年
度
第
１
回
）

・
函
館
会
場

【
講
習
日
】

　

6
月
22
日（
月
）・
23
日（
火
）

【
場
所
】
函
館
市
民
会
館

【
受
付
期
間
】

　

講
習
日
の
10
日
前
ま
で

※
第
2
回
目
の
講
習
は

　

11
月
17
日（
火
）

・
江
差
会
場

【
講
習
日
】
6
月
18
日（
木
）

【
場
所
】
江
差
町
文
化
会
館

【
受
付
期
間
】

　

講
習
日
の
10
日
前
ま
で

◎
危
険
物
取
扱
者
試
験

◎
消
防
設
備
試
験

（
平
成
27
年
度
第
2
回
）

【
試
験
日
】
８
月
９
日（
日
）

【
試
験
地
】
函
館
市　

他

【
受
付
期
間
】

・
書
面
申
請
６
月
30
日（
火
）〜

7
月
8
日（
水
）

・
電
子
申
請
６
月
27
日（
土
）〜

　
　
　
　
　

7
月
５
日（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
一
・
二
係

　
☎
０
１
３
７
―
63
―
２
６
８
６

・
熊
石
消
防
署
予
防
係

　
☎
０
１
３
９
８
―
２
―
３
３
９
３

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

  
税
務
職
員
は
、
人
事
院
が
実
施

す
る
国
家
公
務
員
採
用
試
験
で
あ

る
税
務
職
員
採
用
試
験
の
最
終
合

格
者
の
中
か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

  

平
成
27
年
度
の
採
用
試
験
の
概

要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
試
験
の
程
度
】
高
校
卒
業
程
度

【
受
験
資
格
】

　

高
卒
見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後

３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者

【
申
込
受
付
期
間
】

１
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
原
則
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
込
み
と

な
り
ま
す
。）

　

6
月
22
日（
月
）〜7

月
1
日（
水
）

申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w.jinji-shiken.

　

go.jp/juken.htm
l

２
、
郵
送
又
は
持
参

　

６
月
22
日（
月
）〜6

月
24
日（
水
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

※
第
１
次
試
験
地
を
道
内
と
す
る

　

場
合「
人
事
院
北
海
道
事
務
局
」

〒
0
6
0
│
0
0
4
2

　

札
幌
市
中
央
区
大
通
西
12
丁
目

　

1
０
１
１
│
２
４
１
│
1
2
4
8

【
第
１
次
試
験
】

基
礎
能
力
試
験
、
適
性
試
験
及
び

作
文
試
験

【
第
１
次
試
験
予
定
日
】

　
　
　
　
　
　

９
月
６
日
（
日
）

【
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
日
】

　

10
月
８
日（
木
）

【
第
2
次
試
験
】

　

人
物
試
験
及
び
身
体
検
査

　

10
月
14
日（
水
）〜
10
月
23
日

（
金
）ま
で
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

【
最
終
合
格
者
発
表
日
】

　

11
月
17
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
札
幌
国
税
局

人
事
第
２
課
採
用
担
当

　

1
０
１
１
│
２
3
1
│
5
0
1
1

 

（
内
線
2
3
1
5
）

◎
一
般
事
務
職
員

　

町
で
は
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
総
務
課

（
八
雲
町
住
初
町
１
３
８
）

【
応
募
資
格
】

　

パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
の
基
本
操
作
が
で
き
、
八
雲

町
内
か
ら
通
勤
可
能
な
65
歳
未
満

の
方

【
業
務
内
容
】
一
般
事
務

【
日
額
】
6
，
3
0
0
円

【
特
別
賃
金
】
89
日
分

（
初
年
度
は
減
額
に
な
り
ま
す
。）

【
勤
務
日
】
月
〜
金
曜
日

【
勤
務
時
間
】
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

17
時
15
分

※
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用

　

保
険
・
労
災
保
険
に
加
入
し
ま

　

す
。

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
等

【
雇
用
期
間
】 

　

平
成
27
年
8
月
1
日
〜

　

平
成
28
年
1
月
31
日

（
勤
務
成
績
に
よ
り
更
新
あ
り
）

【
試
験
予
定
日
】
7
月
10
日

【
申
込
期
日
】
6
月
30
日（
火
）

午
後
５
時
ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

試
験
・
講
習

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
無
料
法
律
相
談

八
雲
消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

税
務
職
員
募
集

八
雲
町
臨
時
職
員
募
集

相　
　
談

募　
　
集

第
18
回（
平
成
27
年
度
）

北
海
道
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
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【
申
込
書
の
提
出
方
法
】　

　

総
務
課
人
事
厚
生
係
、
熊
石
総

合
支
所
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合

支
所
相
沼
泊
川
出
張
所
ま
た
は
函

館
公
共
職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
写
真

を
貼
付
の
う
え
必
要
事
項
を
記
入

（
自
筆
）し
、
公
共
職
業
安
定
所

の
紹
介
状
を
添
え
て
総
務
課
人
事

厚
生
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
勤
務
条
件
に
つ
い
て

は
、
一
部
変
更
の
場
合
も
あ
り
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
町
役
場
総
務
課人

事
厚
生
係

　
〒
０
４
９
―
３
１
９
２

　
八
雲
町
住
初
町
１
３
８

　
1
０
１
３
７
―
62
―
２
１
１
１

  　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
９
）

◎
薬
剤
師
募
集

　

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
薬
剤
師

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
若
干
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院　

薬
局

【
応
募
資
格
】

　

薬
剤
師
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
平
成
28
年
に
取
得
予

定
の
方

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験（
面
接

期
日
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
）

※
12
月
を
予
定

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
る

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
28
年
４
月
１
日

【
申
込
期
日
】
11
月
30
日（
月
）

午
後
5
時
ま
で

　
　

（
※
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
申
込
書
の
提
出
方
法
】

　

総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係
、
総

務
課
人
事
厚
生
係
、
落
部
支
所
、

熊
石
総
合
支
所
ま
た
は
函
館
公
共

職
業
安
定
所
八
雲
出
張
所
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入（
自
筆
）し
、
総
合
病
院
管

理
課
庶
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
※
資
格
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
方
は
、
免
許
証
の
写
し

も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

◎
管
理
栄
養
士
募
集

  

八
雲
総
合
病
院
で
は
、
管
理
栄

養
士
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】
１
名

【
勤
務
場
所
】

　

八
雲
総
合
病
院　

栄
養
管
理
室

【
応
募
資
格
】

　

管
理
栄
養
士
免
許
を
取
得
さ
れ

て
い
る
方
ま
た
は
平
成
28
年
に
取

得
予
定
の
方

【
採
用
方
法
】

　

書
類
選
考
・
面
接
試
験
（
面
接

期
日
に
つ
い
て
は
別
途
通
知
）

※
10
月
中
旬
を
予
定

【
待
遇
】

　

八
雲
町
一
般
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
職
員
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
る
。

【
採
用
予
定
日
】

　

平
成
28
年
4
月
1
日

【
申
込
期
日
】
９
月
30
日（
水
）

　

午
後
５
時
ま
で

　
　

（
※
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

【
申
込
書
の
提
出
方
法
】

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、
総
合
病
院

管
理
課
庶
務
係
、
総
務
課
人
事
厚

生
係
、
落
部
支
所
、
熊
石
総
合
支

所
ま
た
は
函
館
公
共
職
業
安
定
所

八
雲
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入（
自

筆
）し
、
総
合
病
院
管
理
課
庶
務

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
※
資
格
免
許
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
は
、
免
許
証
の
写
し
も
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
八
雲
総
合
病
院
管
理
課
庶
務
係

　
1
0
1
3
7
―
63
―
2
1
8
5

八
雲
総
合
病
院
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　新規学校卒業者の採用準備を始めませんか。
　平成28年３月新規学校卒業者（高校・中学）の求人は、下記日程か
ら受付を開始。新規学校卒業者の多くは地元での就職を希望してい
ますが、地元企業の求人公開の遅れから、多くの若い人材が地元を
離れて就職しています。
　早期に採用計画を立て、ハローワークへ求人申込みされますよう
お願いいたします。

【求人受付開始】6月20日（土）～（※）
【事業主への求人票（控）返戻・求人票の公開】7月1日（水）～
【推薦（紹介）開始】9月5日（土）～
【選考・採用内定開始】9月16日（水）～

【求人受理開始】6月20日（土）～（※）
【事業主への求人票（控）返戻・求人票の公開】7月1日（水）から
【推薦（紹介）・選考・採用内定開始】12月1日（火）から

（※）求人受付開始日は例年6月20日ですが、今年度はハローワーク
の閉庁日となりますので、実際の受付開始日は6月22日（月）となりま
す。
【問い合わせ先】ハローワーク八雲学卒担当　10137ー62ー2509

新卒求人は
ハローワークへ申し込みをY

フレッシュなチカラで企業に活力をY

◆新規高等学校卒業者の選考日程等

◆新規中学校卒業者の選考日程等
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～お盆も間近になりました～
追加彫刻・リフォーム・移転等
お気軽にご相談・ご来店下さい

社員一同 お待ちしております
墓石のことなら…

★新型墓石を展示中Y
（少人数での密葬用ホールあります）

　これまで町では、綿50％以上の古衣類を対象に拠点での古衣類を回収していましたが、今年度か
ら、衣類の素材を問わず古着全般を回収する事になり、対象が大幅に増えることになりました。
　今まで回収することのできなかった、化学繊維（ポリエステル等）で作られた衣類のほか、ジーンズ
や、コートなども回収します。

　回収の方法については、これまでと同様に、「八雲町役場・落部支所・熊石総合支所・公民館・シ
ルバープラザ」に設置してある、オレンジ色の回収袋に入れてください。
　また、回収された衣類は再利用されるため、洗濯してお出しください。
　引き続き、八雲町のごみ減量化にご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先】環境水道課環境衛生係　内線（261・275）

古衣類拠点回収の
回収品目が変わります

広報   6月号　22



八雲警察署からお知らせ

　新聞・テレビ等の報道でご存じのとおり、道
内においては特殊詐欺の被害が止まりません。
　子供になりすまして「会社のお金を使い込ん
でしまった」「女性を妊娠させてしまった」等、
言葉巧みに嘘をつくやり方のほか、いろいろな
儲け話しを仕向けて現金をだまし取る手口が後
を絶ちません。

　特殊詐欺の被害に遭わないために
○現金は、現金書留以外では送れません。
　「ゆうパック、レターパック、宅配便で送っ
　て欲しい」は詐欺です。
○ATMの操作で還付金を受け取ることはありま
　せん。「ATMから携帯で連絡して」は詐欺です。
○「必ず儲かる」等のうまい話しはありません。
　「ロト６等の当選情報がある」は詐欺です。

　このような電話を受けたら現金を送ったりせ
ず、まず警察（110番）に通報して下さい。

問い合わせ先
函館方面八雲警察署
1０１３7－64－2110

「振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺」
被害の防止

「電話番号が変わった」
「ＡＴＭで医療費を還付する」

「必ず儲かる」「名義を貸して欲しい」
は詐欺、電話を受けたらまず相談を

安全運転に関するお願い
【交通死亡事故が発生】

■
お
金
や
家
を
借
り
る
際
に
、
連
帯
保
証
人
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
家
族
や
友
人
か
ら
の「
絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
ら
」

と
い
う
言
葉
を
信
じ
、
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
し
ま
う
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
連
帯
保
証
人
に
な
る
人
は
、
そ
の
意
味
を
し
っ

か
り
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
連
帯
保
証
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
保
証
し
た
債
務
を
す
べ
て

負
う
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
数
億
円
、
数
千
万
円
の
連
帯
保

証
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
た
め
に
、
財
産
の
す
べ
て
を
失
い
か
ね

な
い
の
で
す
。

■
ま
た
、
連
帯
保
証
人
の
相
続
人（
た
と
え
ば
、
妻
や
子
）は
、
連
帯

保
証
人
の
地
位
も
相
続
し
て
し
ま
い
ま
す
。
親
が
連
帯
保
証
人
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の
た
め
に
、
自
己
破
産

し
て
し
ま
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
も
、
被
相
続
人

（
亡
く
な
っ
た
親
）に
債
務
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
放
棄
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
相
続
放
棄
が
で
き
る
期
間
は
、
金
融
機
関
か
ら

債
務
の
あ
る
こ
と
の
通
知
を
受
け
た
と
き
か
ら
３
ヶ
月
で
す
。
で
す

か
ら
、
債
務
が
発
覚
し
た
際
に
は
、
一
刻
も
早
く
法
律
の
専
門
家
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
で
も
、
連
帯
保
証
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
は
じ
め
、
各
種
の
法
律
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所（
1
０
５

０
│
３
３
８
３
│
８
３
６
６
）」ま
で
お
気
軽
に
相
談
予
約
の
お
電
話

を
お
寄
せ
下
さ
い（
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所（
1
０
５
０

│
３
３
８
３
│
５
５
６
３
）」で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
の

で
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.
36

絶
対
に
迷
惑
を
か
け
な
い
か
ら

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　
弁
護
士　
小
林　
佑
輔

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

　4月25日（土）朝、長万部町字豊野の国道５号
線において、車両が単独で中央分離帯に衝突し
て、車両が大破し、運転手（30歳代男性）が亡く
なりました。
○疲れを感じる前に休憩を。
　国道５号線は、八雲警察署管内で最も交通事
故が多い路線です。居眠りを原因とした正面衝
突や路外逸脱の事故も発生しています。
○時間に余裕を持って行動を。
　通勤時間帯は、多くのドライバーが速度を出
しがちです。速度が速くなるほど事故を起こし
たときの衝撃は大きく、命に関わる重大事故と
なるおそれがあります。
○二日酔いに注意を。
　その日の体調や飲んだ量によっては、寝ても
お酒が抜けきらないことがあります。二日酔い
も飲酒運転になります。「抜けてると思った」
は通用しません。

23　Yakumo Public Relations Vol.117



〈
広
告
〉

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
等
に
よ
り

多
面
的
機
能
の
低
下
が
特
に
懸
念

さ
れ
て
い
る
中
山
間
地
域
等
に
お

い
て
、
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り

つ
つ
、
多
面
的
機
能
を
確
保
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
制
度
が
制
定
さ
れ
、

八
雲
町
に
お
い
て
は
平
成
13
年
度

よ
り
東
野
集
落
と
入
沢
集
落
の
２

集
落
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
実
施
状
況
（
平
成
26
年
度
交

付
金
事
業
）
に
つ
い
て
閲
覧
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
農
林
課
農
業
振

興
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
閲
覧
期
間
】

　

6
月
8
日（
月
）〜

　
　
　
　
　

６
月
22
日（
月
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
　

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課
農
業
振
興
係

中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度

（
平
成
26
年
度
交
付
金
事
業
）の

実
施
状
況
が

閲
覧
で
き
ま
す

　小牧市市制60周年を記念し、５月17日、小牧
市で行われた記念式典において、八雲町から小
牧市へアイヌ民族衣装が贈られました。これは、
八雲町のアイヌ刺しゅう愛好団体「ユーラップ
レラの会」（椎久幸子会長）から町へ寄贈された
もので、会員が刺しゅうなどを分担し、約一年
がかりで手作りした大変、貴重なものです。
  小牧市からは、アイヌ民族の伝統の晴れ着と
いう貴重な贈りものに大変感謝するととも
に、アイヌ民族の文化に触れ、それを守り伝
えていくことの大切さを感じたとの感想をい
ただきました。
　「ユーラップレラの会」は、東部生活館を拠
点に、民族衣装、タペストリーなどの制作を
中心に活動しております。会では、多くの方
に活動に参加していただきたいと会員を募集
しておりますので、興味のある方は下記まで
お問い合わせください。
【問い合わせ先】住民生活課社会係

アイヌ民族衣装を
小牧市へ贈呈

北里大学との連携協定締結に伴う

記念講演会を
開催します
　平成26年度から取り組んでいる「域学連携推
進事業」の一端として、地域の活性化ととも
に、次代を担う優れた人材の育成と学術の振興
に寄与することを目的として北里大学と連携し
た取組みを進めていきます。
　つきましては、下記のとおり北里大学との連
携事項・体制などを定めた協定を締結するとと
もに、記念講演会を開催いたします。どなたで
も視聴できますので、是非会場へお越しくださ
い。

■締結式・講演会
【日時】７月６日（月）午後１時30分～　
【場所】はぴあ八雲
【講師】
　北里大学獣医学部学部長
　獣医衛生学　髙　井　伸　二　教授
　「食としての野生動物肉“ジビエ”の課題」
　　～野生鳥獣由来食肉の安全性確保に

関する研究～
【問い合わせ先】
　企画振興課企画係

八雲まつり歩行者天国イベント決定Y

【開催日時】6月21日（日）午後7時30分～午後9時（雨天決行）
【開催場所】はぴあ八雲　特設会場
【問い合わせ先】八雲商工会　平　日　午前8時45分～午後5時30分　10137－63－2525
　　　　　　　　はぴあ八雲　土日祝　午前9時～午後6時　　　　　　10137－68－2228

THE TON-UP MOTORS ホコ天 LIVE
観覧無料
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宮島 英明

地　域　お　こ　し　協　力　隊

体験・活動レポート

私たちの「facebook」も見てください。今回の活動も掲載しています！ 八雲町地域おこし協力隊

　

こ
ん
に
ち
は
、
協
力
隊
の
宮
島
で
す
。
今
年

も
も
う
6
月
で
す
ね
。
先
日
の
「
あ
わ
び
の
里

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
皮
き
り
に
八
雲
町
の
お

祭
り
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
来

月
に
は
八
雲
山
車
行
列
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
年
頭
よ
り
実
行
委
員
会
や
総
会
が
始
ま

り
、
4
月
に
は
あ
ん
ど
ん
絵
の
制
作
講
習
会
が

開
催
さ
れ
た
り
、
5
月
に
は
町
内
各
所
に
Ｐ
Ｒ

の
為
の
あ
ん
ど
ん
の
設
置
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

私
も
昨
年
か
ら
実
行
委
員
の
一
員
と
し
て
準
備

段
階
か
ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
実
に
開
催
ま
で
半
年
近
く
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
八
雲
の
山
車
行
列
は

様
々
な
町
民
団
体
や
事
業
団
体
が
参
加
し
て
お

り
、
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
お
忙
し
い
中
、
週
末

や
夜
間
な
ど
少
な
い
時
間
で
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
町
民
の
手
作
り
の
お
祭
り
な
の
で
、
山

車
の
補
修
や
絵
の
制
作
な
ど
も
自
分
た
ち
で
行

い
ま
す
。
他
に
も
踊
り
や
お
囃
子
の
練
習
な

ど
、
時
間
が
足
り
な
い
く
ら
い
で
す
。
そ
の
取

り
組
み
の
中
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
生
ま

れ
、
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
あ
れ
だ
け

の
規
模
の
お
祭
り
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
見
る
側
」
よ
り
も
「
参
加
す
る
側
」
の
方
が

圧
倒
的
に
楽
し
い
祭
り
で
す
。

　

今
年
は
合
併
10
周

年
と
い
う
事
も
あ

り
、
熊
石
地
域
の
山

車
も
参
加
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
す
。
例

年
と
は
ま
た
一
味

違
っ
た
祭
り
を
楽
し

め
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
Z

【競技ルール】
　1チーム6人（補欠2名セット毎交代可）で、合
計100個のボール（アジャタボール99個、アン
カーボール）をバスケットに入れるまでの時間を
競うタイムトライアルスポーツです。

【ホコ天玉入れ特別ルール！】
　女性・中学生以下にはハンデキャップ（1名に
つきアジャタボール3個減）さらに！小学生の参
加チームには、バスケットの高さを一段下げま
す。

【日時】6月21日（日）午後3時30分開始予定
雨天決行

【会場】八雲まつり歩行者天国内
【練習日】6月10日（水）午後7時～9時
　　　　　東部生活館
　　　　　※希望者は事前に
　　　　　　連絡してください
【申込期限】6月17日（水）
【申し込み・問い合わせ先】
　八雲商工会
　10137－63－2525
　50137－63－2526

八雲まつり
歩行者天国

【競技ルール】

参加チーム募集Z参加チ ム募集
玉入れ大会
第32回

優勝賞金60,000円準優勝30,000円
　町の花「ひまわり」の普及促進を目的として、
種の無料配布を行います。町民の皆さまに広く育
てていただき、町中を「ひまわり」でいっぱいに
しましょう。
【配布期間】6月3日（水）から７月17日（金）まで
【配布場所】
　役場（総務課窓口）、熊石総合支所、落部支所、
公民館、図書館、シルバープラザ、相沼泊川出張所
【注意事項】
・種の数には限りがありますのでご了承願います。
・配布する種は植栽用ですので、食用として利用
　しないでください。
【問合せ先】企画振興課企画係

町の花「ひまわり」で
町中をいっぱいにしましょう

参加費
無料

今
年
は
7
月
3
・
4
日
に
開
催

「
八
雲
山
車
行
列
」

4月あんどん絵作成講習会

広 告 募 集 中
《
サ
イ
ズ
》

　①たて１０.０×よこ１７.０……月額　２０,０００円
　②たて１５.０×よこ１７.０……月額　１０,０００円
　③たて１５.０×よこ１８.５……月額　１５,０００円
　④たて１５.０×よこ１２.０……月額　１１,５００円
　詳しくは、企画振興課地域振興係まで
ホームページ
天地60ピクセル×左右160ピクセル…月額５,０００円
詳しくは、情報政策室まで
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国民年金保険料は口座振替が
お得です

今月の年金相談
6月17日（水）

10:40～12:00
13:00～15:00

第1委員会室

みんなの年金ガイド知っ
て

おき
たい

◆国民年金保険料の口座振替（国民年金前納割引制度）について
　国民年金保険料の口座振替を利用することで、振替方法に応じて保険料が割引されるのでお得です。
また、保険料の支払い忘れを防ぐことができます。（保険料を納め忘れや未納の状態で、万一、不慮
の事故が発生すると、障害基礎年金や遺族基礎年金を受け取られなくなる可能性があります）

◆平成27年度の振替方法別割引額

※口座振替の申込期限
・２年前納・１年前納→２月末まで（３月以降に申込んだ場合、翌年の４月３０日に振替となります）
・６か月前納・・・４月３０日振替分（４月から９月分保険料）→２月末まで
　　　　　　・・・１１月２日振替分（１０月から翌年３月分保険料）→８月末まで

◆申込先・必要書類など
　申込先・・・・八雲町役場・落部支所・熊石総合支所
　必要書類・・・金融機関の届出印、年金手帳や年金定期
　　　　　　　　便など基礎年金番号が確認できるもの、
　　　　　　　　金融機関の預貯金通帳
　　　　　　　（口座番号など記入時に使用します）

※口座振替申し込み時の注意点
・国民年金保険料の一部免除を受けている方は、口座振替
　をご利用いただけません。
・口座振替が開始されるまでの事務手続きに、２～３か月
　かかることがありますので余裕をもってお申込みください。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル　　　1０５７０－０５－１１６５
　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など　国民年金課　　　1０１３８－５６－１１６５
　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど　お客様相談室　　1０１３８－８２－８００２
　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番）　　　　　　　1０１３７－６２－２１１１（内線２４５）
　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課　　　　　　　　1０１３９８－２－３１１１
　　　　　　　　　　　落部支所　　　　　　　　　　　　　　　　　1０１３７－６７－２２３１

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、役場住民生活課 社会係までご連絡願います。

完全予約制
相談日の２日前までに申し込みください

振替方法

２年前納

１年前納

６か月前納

当月末振替

翌月末振替

１回当たりの納付額

３６６，８４０円

１８３，１６０円

９２，４８０円

１５，５４０円

１５，５９０円

割　引　額

な　　し な　　し 翌　月　末

毎 月 月 末

－１５，３６０円

３，９２０円

１，０６０円

５０円

2年分に換算した割引額

７，８４０円

４，２４０円

１，２００円

振　替　日

４月３０日

４月３０日

４月３０日・１１月２日

　国民年金基金は老後に受け取る国民年金
（老齢基礎年金）の不足分を補うための上乗せ
年金として創設された公的な年金です。
※平成25年4月から60歳以上65歳未満の方
で、国民年金に任意加入されている方も加入
できるようになりました。
【問い合わせ先】北海道国民年金基金

　フリーダイヤル  0120－65－4192

ご存知ですか？
「国民年金基金」
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公
民
館

み
ん
な
の

◆問い合わせ先　社会教育課（八雲町公民館内）　10137─63─3131

　6月は熊石地域で初心者向けのパソコン講座を開講します。受講申し込みは、熊石教育事務所
（101398－2－３１1１）または公民館（10137－63－３１3１）までご連絡ください。定員（8名）になり次第締め切り
ます。

　毎月第２、第４木曜日は町民ＩＴサポートセンターの日です。町民のパソコンのトラブルやお悩みに
無料で相談に応じます。パソコンの持ち込みや電話での相談も受け付けますのでお気軽にご利用ください。

ＩＴ町民サポートセンター

生涯学習パソコン講座

八雲町公民館２階　パソコン室　10137－６３－３１３１（内線３０４）
はぴあ八雲１階　情報交流室　10137－６８－２２２８（内線１２）

午後7時～9時

時　間　帯

6月11日（木）
6月25日（木）

日　　程 会場・電話番号

日程および会場

内容および日程（会場：ふれあい交流センターくまいし館）

800円初心者のための
パソコン講座（熊石地域）

6月24日（水）～26日（金）
午後6時30分～9時

パソコンの基礎操作、文字入力、インターネット、
電子メール等の基礎を学びます。

日　程　等 受講料内　　　　容コース名

第
　
回
お
年
寄
り
と
子
ど
も
の
集
い
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す

　
八
雲
町
内
の
お
年
寄
り
と
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
「
お
年
寄
り
と
子
ど
も

の
集
い
」
が
今
年
も
始
ま
り
ま
す
。
今
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。
お
年
寄
り
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
、
人
生

で
得
た
知
恵
や
経
験
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
、
子
ど
も
は
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
通
し
て
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
八
雲
町
内
の
子
ど
も
（
小
学
生
）
、
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
実
施

日
の
3
日
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

327

（土）
18

8

（土）
29

9

（土）
12

10

（土）
3

11

（土）
7

10：00～
13：00

10：00～
12：00

19：00～
16：00

10：00～
13：00

10：00～
12：00

10：00～
13：00

公民館

公民館

洞爺湖
方面

公民館

公民館

公民館

子ども200円
大　人300円

子ども200円
大　人300円

子ども200円
大　人300円

子ども200円
大　人300円

子ども100円
大　人200円

子ども400円
大　人500円

白玉を使った
おやつづくり

レクリエー
ション大会

バス遠足
（野外活動）

空き缶を使った
ごはんづくり

ぞうきんを
つくろう！

もちつき
12

（土）
5

月日 時　間 場　所 参　加　費内　　容
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図書館に行こうY
■八雲町立図書館　　　1０１３７－６２－２５０７
　【開館時間】　午前１０時～※午後６時
　　　※水曜日は午後８時　日曜日は午後５時
　【休 館 日】　月曜日､祝日､年末年始
■熊石総合支所図書室　1０１３９８－２－３１１１
　【開館時間】　午前８時３０分～午後５時１５分
　【休 館 日】　土・日曜日､祝日､年末年始

本の返却は、どちらでも受付します

図
書
館
だ
よ
り

北
海
道
の
古
代
・

中
世
が
わ
か
る
本

関
口
明 

ほ
か

　

北
海
道
式
古
墳
の
出
現
と
全

道
域
に
広
ま
る
擦
文
文
化
。旧

石
器
・
縄
文
文
化
か
ら
ア
イ
ヌ
文

化
の
形
成
、松
前
藩
成
立
ま
で
、

北
海
道
の
古
代
・
中
世
を
豊
富

な
図
版
で
解
説
す
る
。

　

し
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
深

瀬
和
久
は
、パ
ン
屋
で
働
く
美
穂

子
と
つ
き
あ
い
始
め
た
。そ
ん
な

時
、美
穂
子
に『
深
瀬
和
久
は
人

殺
し
だ
』と
い
う
告
発
文
が
入
っ

た
手
紙
が
送
り
つ
け
ら
れ
る
。だ

れ
が
、な
ん
の
た
め
に
…
。

・
お
た
の
し
み  

こ
う
さ
く
会

　

6
月
13
日（
土
）
午
後
2
時

　

「
き
ん
ぎ
ょ
す
く
い
」

・
お
た
の
し
み  

ど
う
わ
の
日

　

6
月
27
日（
土
）
午
後
2
時

　

「
童
話
サ
ー
ク
ル 

ぴ
い
た
あ
★

　

ぱ
ん
」
に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞

　

か
せ
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
向
け

　
6
月
13
日（
土
）
午
後
1
時

・
大
人
向
け

　

6
月
27
日（
土
）
午
後
2
時

※「
子
ど
も
向
け
行
事
」・「
映
画
会
」

　

は
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

◆
八
雲
地
域　
6
月
9
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時

※
9
ヶ
月
相
談
時
に
絵
本
を
手
渡

　
し
ま
す
。

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

◎
子
ど
も
向
け
行
事

　
　
　
　
　
　
　
（
集
会
室
）

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

◎
映
画
会（
視
聴
覚
ホ
ー
ル
）

◎毎週入る新刊図書は、町ホームページ八雲町立図書館の
ページより「新刊案内」をご覧ください。また、パソコンを
通して町立図書館の蔵書を検索・予約することが出来ます。
◎毎月、移動図書館車（ほんのもり号）の運行を行ってい
ます。巡回日および巡回場所については、北海道新聞道南
版「まちの欄」に掲載しています。
◎「やくも朗読サークル」の方々が「広報やくも」を吹き込
みした「広報やくも朗読ＣＤ」を貸出していますので、ご利
用ください。

　除籍処分した雑誌のリサイクル市を下記
の日程で行います。
　雑誌は図書館の蔵書として利用されてき
たものですので、汚れや破損、不揃いの号
などがありますが、ご了承ください。
　なお、雑誌の持ち帰りはお一人につき12
冊までです。袋等はご持参下さい。
【日時】6月13日（土）～6月19日（金）
　　　　午前10時～午後6時

（水曜日は午後8時、日曜は午後5時）
【場所】図書館エントランスホール

　今年も下記のとおり「腹話術」公演を行
います。みなさんのお越しをお待ちしてお
ります。
【日　時】6月28日（日）
　　　　　午後1時30分～2時30分
【劇団名】腹話術愛好会腹笑会・
　　　　　北海道人形劇協会
【場　所】八雲町立図書館視聴覚ホール
【演　目】「南の島のハメハメハ」
　　　　　「やおやのお店で」
　　　　　「かんたんすぐできる腹話術」

移
動
図
書
館
の
様
子

腹話術＆人形劇講演のお知らせ

今月のオススメ本

リ
バ
ー
ス

湊
か
な
え

今月の新刊本

『雑誌リサイクル市』のお知らせ

図 書 館 一 口 メ モ
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レッスン１（5月22日実施）

スポーツをしようY ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
9
回

町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　

  

（
昨
年
の
様
子
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
予
定

◎
第
10
回
町
内
対
抗

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
６
月
26
日（
金
）

午
前
9
時
〜

【
場
所
】
相
生
公
園
内

　
　
　
　
　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

【
対
象
】
町
内
の
一
般
男
女

【
申
込
期
日
】

　

６
月
22
日（
月
）ま
で
に
総
合

体
育
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
育
児
中
の
女
性
限
定

「
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
＆
ボ
デ
ィ
メ
イ

ク
」
特
別
教
室

【
日
時
】
午
前
10
時
〜
正
午

○
レ
ッ
ス
ン
３

⑤
７
月
３
日（
金
）

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
×
ピ
ラ
テ
ィ
ス

⑥
７
月
17
日（
金
）

　

ヨ
ガ
×
ボ
ク
サ
サ
イ
ズ

【
会
場
】
総
合
体
育
館

【
対
象
】
育
児
中
の
女
性

              

（
妊
婦
は
除
く
）

【
内
容
】

　

様
々
な
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
合
わ
せ
て
体

幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
空
手
等
の
動

き
で
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
ヨ
ガ
を
楽
し
み
な
が

ら
体
の
引
き
締
め
効
果
を
体
験
し

ま
す
。
な
お
、
八
雲
子
育
て
サ

ポ
ー
ト「
た
っ
ち
」に
託
児
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
3
つ

の
レ
ッ
ス
ン
の
う
ち
、
最
後
の

レ
ッ
ス
ン
と
な
り
ま
す
。

【
講
師
】

　

フ
リ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

【
申
し
込
み
】

　

実
施
日
の
2
日
前
ま
で
に
、
一

人
5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）を

添
え
て
総
合
体
育
館
へ
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

◎
第
10
回
町
民ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
日
時
】
７
月
６
日（
月
）

                

〜
22
日（
水
）

  

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

▽
第
１
試
合　

18
時
20
分
〜

▽
第
２
試
合　

19
時
40
分
〜

【
場
所
】
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

【
対
象
】

　

町
内
に
在
住
ま
た
は
職
場
を
有

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

（
高
校
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
）

※
た
だ
し
、
50
歳
未
満
の
男
性

で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
、
野
球

協
会
の
登
録
選
手
は
参
加
で
き
ま

せ
ん
。

【
申
込
期
日
】
6
月
29
日（
月
）

【
参
加
料
】

　

１
チ
ー
ム
3
，
0
0
0
円

　

（
保
険
料
含
む
）

※
監
督
会
議
を
６
月
29
日（
月
）

18
時
30
分
か
ら
総
合
体
育
館
で
行

い
ま
す
の
で
、
必
ず
各
チ
ー
ム
か

ら
１
名
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
教
育
委
員
会
主
催
事
業

〔
総
合
体
育
館
〕

◎
近
隣
町
村
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
6
月
14
日（
日
）

午
前
9
時
〜

◎
第
3
回
八
雲
遊
楽
部
杯

少
年
柔
道
大
会

　
6
月
28
日（
日
）

午
前
9
時
〜

〔
ス
ポ
ー
ツ
公
園
〕

◎
開
町
10
年
記
念
事
業

　
第
30
回
記
念
や
く
も
ミ
ル
ク　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　
6
月
14
日（
日
）

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

◎
第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る

　
運
動
・
小
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　
7
月
11
日（
土
）

午
前
9
時
〜

〔
そ
の
他
〕

◎
第
4
回
北
海
道
オ
ー
プ
ン
デ
ィ

　
ス
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
6
月
27
日（
土
）、
28
日（
日
）

午
前
9
時
〜

場
所
／
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

　
　
　
内
特
設
コ
ー
ス

■八雲町総合体育館　1０１３７－６２－２１４１
　【開館時間】　午前 ９時～午後９時
　　　※日曜日・祝日は午後５時まで
　【休 館 日】　月曜日､年末年始

■熊石教育事務所　　1０１３９８－２－３１１１

　

平
成
27
年
４
月
号
に
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
、
温

水
プ
ー
ル
の
開
館
時
間
が

誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

【
開
館
日
】

　

火
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
後
2
時
〜
8
時
30
分

（
休
憩
時
間
：

　
　
　

午
後
5
時
〜
6
時
）

　

土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
５
時

【
休
館
日
】

　

日
曜
日
・
月
曜
日

◎
訂　
正
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